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令和７年度 ５月定例会会議録 

 

◎開催日時   令和７年５月２３日（金） 午後３時００分～午後５時００分 

◎場   所  伊那市役所 庁議室 

◎出 席 委 員  福與教育長、北原教育長職務代理者、黒河内教育委員、宮坂教育委員、中村教育委員 

◎欠 席 委 員  なし 

◎出 席 職 員  髙嶋教育次長、唐澤学校教育課長、矢澤教育環境整備課長、柴生涯学習課長、 

        北澤市誌編さん室長、小島社会教育指導員、小松指導主事、髙嶋指導主事、 

村松こども部長、澁谷こども政策課長、宮下子育てサポート課長 

北原教育総務係長 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 教育長 

  ・田畑委員の退任に伴い、5 月１７日より中村新委員が本委員会に加わった。よろしくお願い

したい。 

・５月は、（全国的に）子どもが巻き込まれる事件・事故が相次いだ。小学校への乱入事件、小

学生の列区車が突っ込む、校内で高校生が背後から同級生を刺す等々。本当に心が痛む。 

・子どもたちにとって、学校は登下校も含めて安心安全な場であることは、学校にとって第一

義のこと。社会ももちろんそうであるべきことは言うまでもない。決して「ああ、またか」

といった半日常化した事件にしていってはいけない。 

・校内の防犯はじめ危険回避対応等による安全確保に一層努めるとともに、社会全体で安心安

全な社会づくりに向け、しっかり考えていかなくてはならないと思う。 

 

３ 新任教育委員紹介及びあいさつ（教育長・中村委員） 

  ・教育長から中村新委員の紹介と、中村委員からの挨拶があった。 

 

４ 自己紹介 

 

５ 委員のひと言 黒河内委員 

   

６ 会議事項 

第１ 座席の指定について 

   ・教育長から会議の座席について確認（席の変更等なし） 

 

第２ 教育長報告 

  ・4月 29日は中尾歌舞伎春季定期公演で、オリジナル演目の「三六災害半世紀」を公演。現国土

交通省砂防部長の草野愼市がおいでいただいたときに、三六災害をもとに作ったと聞いてい

る。今回、草野氏もおいでいただき、また、満席の中で多くのおひねりが飛んでいた。今後、

防災資産として登録も考えていきたい。 

 ・5月 16日は、こころの劇場。２年に１回、人権教育の一環とし実施しており、２人のロッテと

いう名作の上演だった。本物のミュージカルに触れるという場を通して、いろいろな思いを巡

らすことができたひとときだったと思う。地元企業に協賛をいただき、こうした場を作ってい

ただいていることに、伊那市の子どもたちは、恵まれていると感謝をしている。 

 ・5月 18日は、「伊那能」創世期からお世話になってきた坂井音重先生の一周忌追善能というこ

とで、国立能楽堂に招待をいただいた。５時間以上にわたり演目が続き、最後の演目では、音
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重先生の次男の音隆氏が、３０分以上にわたり舞台の中を面を付けて縦横無尽に踊る場面があ

り、圧巻であった。 

  ・5月 20日は、高遠城跡の視察を行った。史跡高遠城跡保存活用計画（案）が現在、パブリック

コメントで市民の皆様の意見を広く募集している。副市長とともに城跡を回ってきたが、普段

は桜に注視しがちであるが、お城としても本当に面白く、見る場所が多いと改めて感じた。   

 

第３ 議案 

（１）伊那市教育支援委員の委嘱について 

  ・学校教育課長から資料に基づき説明 

  ・質問、意見はなく、原案どおり決議された。 

 

（２）伊那市立図書館協議会委員の委嘱について  

  ・生涯学習課長から資料に基づき説明 

  ・質問、意見はなく、原案どおり決議された。 

 

（３）伊那市誌編さん委員会条例の一部改正について  

  ・市誌編さん室長から資料に基づき説明 

  （協議事項として扱う。質問・意見なし） 

 

第４ 協議事項 

（１）県教育委員会及び市町村教育委員会相互の連絡調整について    

  ・学校教育課長から資料に基づき説明 

   （質問・意見なし） 

 

（２）教育委員会推薦等による各種委員等について            

  ・学校教育課長から資料に基づき説明 

   （質問・意見なし） 

 

（３）文化財の指定について  

  ・生涯学習課長から資料に基づき説明 

   （質問・意見なし） 

 

第５ 報告事項 

 

（１）学校サポートチームの委員について 

  ・学校教育課長から資料に基づき説明 

   （質問・意見なし） 

 

（２）人権同和教育事業について 

  ・社会教育指導員から資料に基づき説明 

    

  ・教育委員から「部落差別の対象者が変わってきているということで、資料の整ってきたとこ

ろで教えていただきたい。」旨の要望があり 

・社会教育指導員から「２８年度のところでも、だいぶ新しい解読が進んでいる。「あけぼの」

をお貸しして読んでいただければ、新たな解釈の方はわかるかと思う。」旨の回答があった。 
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（３）市誌編さん事業の進捗状況について 

  ・市誌編さん室長から資料に基づき説明 

   （質問・意見なし） 

 

（４）来月以降の文化施設の行事日程について 

  ・生涯学習課長から資料に基づき説明 

  （質問・意見なし） 

 

（５）共催・後援について        

  ・学校教育課長から資料に基づき説明 

 

  ・教育委員から「長野県伊那県民文化会館の自主事業というのは、どのようなものか。県民文

化会館で行うものを一括で表示しているのか。」旨の質問があり、 

   生涯学習課長から、「長野県伊那県民文化会館で、自主企画運営をしている事業である。年間

２０事業のうち、伊那市の予算から１６事業へ補助金を支出し、一緒に運営させていただい

ている。」旨の回答があった。 

 

・教育委員から「資料の中に、後援が不承認となっているのがあるが、なぜか。」という旨の質

問があり 

生涯学習課長から「教育委員会の後援承認については、原則、主催者団体が国または地方公

共団体及び公益団体となっているか、教育・文化、体育活動の目的をもって設立された団体

が申請した場合に、後援承認をしている。当該団体は、これに当てはまらなかったので不承

認としている。尚、伊那市にも後援の承認申請がなされており、市としては後援を承認して

いる。」旨の回答があった。 

   

・教育委員から「資料にある伊那立教会は、今までは申請がなかったと思うが、これは宗教団

体ではなく、学校なのか。」との質問があり 

   学校教育課長から「宗教団体ではない。立教大学出身の方々の団体で、講演会を開催すると

いう内容である。」旨の回答があった。 

   

・生涯学習課長から、「本日開催の県の博物館協議会総会の席上で、昨年、伊那市で取り組んだ

池上秀畝１５０周年記念特別展が、協議会から優秀企画展の表彰をいただいた。」旨の報告が

あった。 

  

７ その他 

（１）来月の主な日程について 

（２）７月以降の主な行事予定について 

（３）その他 

  ・事務局から、資料に基づき説明 

   （質問・意見なし） 

 

８ 閉 会 


